
規範意識向上のための地域の子ども連携研究事業 

（様式２） 
実 施 報 告 書 

 
学校番号 103 学校名 遠江総合高等学校 
 

記載者氏名 柳澤文之 
１ 実施内容 

実施日・時間 実施場所 実施主体（高校）・生徒数 連携した学校 実施内容 

 

６月 15 日（月） 

 5 時限目 

 

 

本校圃場 

 

食品園芸系列 3年次生 

36 人 

 

森小学校 2年生 

    65 人 

 

さつま芋の 

つるさし 

 

９月 11 日（金） 

放課後 

16:30～17:00 

 

 

森町内 

沿道および 

交差点 

 

交通委員 1年次生 11 人 

 

森中学校 

3 年生 10人 

 

ライトの早めの点

灯の呼びかけ 

 

10 月 5 日（月） 

 5 時限目 

 

 

本校圃場 

 

食品園芸系列 3年次生 

        34 人 

 

森小学校 2年生 

    65 人 

 

さつま芋の収穫 

 

10 月 30 日（金） 

10:30～11:20 

 

本校 

グラウンド 

 

ライフデザイン系列３年生 

「こども文化」選択者 22人 

 

摩耶保育園 

年中 27 人 

年長 19 人 

合計 46 人 

森幼稚園 

年少 27 人 

年中 32 人 

年長 27 人 

合計 86 人 

総合計 132 人 

 

遊戯 

 

 

 

遊戯 

玉入れ 

 

２ 成果（良かった点等）及び課題 

 

成 

果 

 

 ３つの活動をとおして、地域で異年代と交流ができたことは、本校生徒にとって大変有益であ

った。また、活動を通じて本校の状況を地域に伝えることもできた。連携したそれぞれの団体と

の活動の中で、最年長者であるという自覚をから、率先してルールを守る規範意識が育った。 

 

課 

題 

 

 予算がつかないことが一番の課題である。今回は日本教育公務員弘済会の支援を受けて、それ

ぞれの実施が可能になった。また、平日の活動に関する日程の調整が困難だった。 

（提出期限：平成 28 年２月 29 日（月）） 


